
自由民主党 衆議院議員 
 

昭和34年、小さな写真屋に生まれる。 

大学時代は、ハンドボール部のキャプテンとして活躍。 

零細企業に育ったこともあり、中小企業を担当する通商産業省に入省。 

日米交渉や行政改革、地方行政（埼玉県副知事に出向）などに携わる。 

平成18年衆議院千葉七区補欠選挙にて公募により選ばれるも、惜敗。 

平成21年衆議院総選挙において、比例南関東ブロックで初当選。 

現在、党政務調査会会長補佐・シャドウキャビネット（影の内閣）の 

総理補佐官として活動中。 

〔趣 味〕 読書、カラオケ、ハンドボール 

〔好きな食べ物〕 ラーメン、焼肉（特にカルビとハラミ） 

≪ ミニプロフィール ≫ 
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 苦渋の選択でした。 

 消費税の増税なんて、政治家であるならば、できることならやりたくない。 

 特に、さいとう健は選挙が弱いんだから。 
 

 今回、自民党が消費税増税に反対すればつぶすことはできたでしょう。 

 でも、そうすると、今度はわが党が政権を取り戻したときに民主党が反対して、また通らないと

いうことになる。 

 そんなことを繰り返していて、この国は本当にいいのか。 

 やはり、今回決着をさせておかねばならないのではないか。 

 遅れれば遅れるほど、子供たちの負担はその分大きくなるわけですし、世界のマーケット関係

者の見る目も怖い。 

 でも、苦しい選択でした。 
 

 それで、さいとう健は、二つの前提が成り立つのならばということで、賛成する腹をくくりました。 

 一つは、社会保障改革の中身をしっかりしたものにすること。そして、それができなければ、 

増税しないこと。 

 それにしても、今の政府の提案には、問題が多すぎる。 

 最低保障年金に代表されるように、本人の努力の有無にかかわらずばらまくというものが多す

ぎる。 

 これでは、またすぐに増税となってしまう。 

 ここをきちっと正す。キーワードは、「持続可能性」。 

 幸い、国民会議を作って、社会保障の在り方についてきちっとした議論をするというということ

なので、そこで展開される議論に、とりあえず賭けることとしました。 

 いいものができなければ、増税を停止・延期することもありうるということで。 

 

 二つ目の前提は、デフレ下での増税は本当に危険なので、景気状況によって増税を停止する

措置を取ること。 

 実際に過去痛い目に会ってます。 

 ９７年に、消費税を３％から５％に上げるときも、所得税の先行減税を実施して念には念を入れ

たものの、アジア金融危機の発生等々により、景気の腰折れを招きました。 
 

「社会保障と税の 

 一体改革について」 
  ―さいとう健の考え― 



名前・住所の登録不要。 

月刊さいとう健では伝えきれない内容満載。 

返信すれば匿名で意見を伝えられます。 
http://www.saito-ken.jp/info/melmaga.html 討議資料 

メルマガ 

 

 
 さいとう健は、皆様とひざをつき合せて意見交
換ができるミニ集会を、活動の原点としておりま
す。二人でも三人でも結構ですので、ぜひ企画し
てお呼びいただければ幸いです。 

 
 さいとう健は、時間の許す限り、国会議事堂内
を一緒に案内いたします。何名様でも結構です。
お問い合わせは後援会事務所まで。 

 さいとう健のあげ足を取らない直球正論の国会質問が注目を集めていま
す。全国中継される委員会だけでなく、放映されない委員会質問にもネット
ユーザーの関心を引いています。冒頭、直球予告をしてからの鋭い質問に、
各閣僚もフルスイングで回答。新人さいとう健と政府与党との白熱した議論
が話題を呼び、各ネット動画政治部門で次々にランクイン。インターネットか
ら全ての質問がご覧になれますので、ぜひ皆様一度ご観戦ください。 
 
      １、インターネットで「衆議院ＴＶ」を検索。 
     ２、発言者名に「齋藤健」を入力。（漢字表記に注意） 
     ３、さいとう健は当選してから本日まですでに２９回も質問に立って 
       おりますが、その全てがご視聴になれます。 
【おすすめ】 
    平成２４年２月１日予算委員会 / 平成２２年１１月９日予算委員会 
    平成２４年３月６日財務金融委員会 / 平成２３年２月３日予算委員会  
 

◆ニコニコ動画はこちら◆ 
 
H24/03/06 衆院財政金融委・齋藤健【政権取り戻したら全部やり直します！】   
             （61分14秒）http://www.nicovideo.jp/watch/sm17170858 

 

     !! 

コラム  消費税議論のあり方について 
  さいとう健の主張が朝日新聞に載りました。 
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 今回も、この点は慎重に対応すべきです。 

 そこで、実際に消費税を上げる半年前に、時の政権が経済状況を精査して税率引き上げの最終

判断をするということとしました。 

 この点については、石原幹事長は、雨が降ったら運動会を中止するのと同じだと明言しました。 

 

 合わせて、公務員人件費の削減や国会議員の定数是正といった身を切る努力も、国民会議の 

結論が出るまでには決着をさせねばなりません。 
 
  政治家は、庶民の痛みがわ

からないという声を多く聞きま

す。 

 しかしながら、今この問題を

処理しておかないと、将来私

は、もっと大きな痛みとなって

跳ね返ってくると確信してます。 

 今やるしかありません。 
 

 これが皆のためだと、信念

もって決心した以上は、たとえ

本件が原因で落選するとして

も前に進んでいく。 

 今、そういう心境でおります。 


